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令和６年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 14 学 校 名 御殿場高等学校 校 長 名 西川 勝啓 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）        ※達成状況の（ ）は昨年度数値 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

創造性を高め

るとともに、深

い学びにつな

がる授業の工

夫とＩＣＴの

活用を進める。 

校内授業公開の実施

（各自２回） 

 

 

 

 

（基礎力診断テスト

におけるＧＴＺゾー

ンについて）入学時

の学年平均数値より

も卒業時の平均が上

昇している状況を目

標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の学習指導満

足度（75％） 

・校内授業公開週間を

２回（６月と 11 月）

実施した。 

 

 

 

・１年：基礎力診断テ

ストに向け、対策用課

題に取り組むととも

に、各自で目標を立て

実践するなど、基礎学

力の定着を図った。 

・２年：基礎力診断テ

ストに向け対策用課

題を配布し、各自で目

標を立て計画的に学

習を進めるよう促す

ことで、基礎学力の定

着を図った。 

・３年：基礎力診断テ

スト対策用に課題を

配布し、各自に動機付

けを促し、基礎学力の

定着を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

・学習指導に満足して

いると答える保護者

は 80.7％であった。 

 

Ｂ 

・校内授業公開週間では多

くの教員が他教科の授業を

参観し、お互いアドバイス

し合うなど、自らの授業を

振り返る良い機会となっ

た。 

・１年：4 月の平均 GTZ は

C3-であった。（昨年 C3-）

また D3の生徒が 16名いた。

（昨年 11名）学習の基礎・

基本を定着し、毎回の授業

を大切にしながら、前向き

な学習習慣を高めていきた

い。 

・２年：1 年次 4 月の平均

GTZは C3-、2年時 4月は D1-

と低下した。下位層の D3も

1 年次 4 月が 11 人から、2

年次 4 月は 23 人と増加し

た。進路に対する高い意識

を持ち日々の授業に取り組

むよう、学習環境を整備し

ていきたい。 

・３年：1 年次 4 月の平均

GTZは C3+、2年次 4月は D1+

と低下した。3 年次 4 月は

D1+であった。下位層の D3

の人数は、1年次 9人、2年

次 10 人、3 年次 11 人と横

ばいであった。一生懸命取

り組んでいた。 

・授業参観や学校ホームペ

ージ、SNS 等で授業の様子

を保護者に伝えていきた

い。 
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授業がわかると答え

る生徒（85%以上） 

班やグループで活動

するのは楽しいと答

える生徒（85%以上） 

全職員が生徒１人１

台パソコンを活用し

た授業を行う。 

授業で効果的に ICT

機器が使われている

と答える生徒（85%以

上） 

・授業がわかると答え

る生徒は 83.3％であ

った。(82.7％) 

・班やグループで活動

するのは楽しいと答

える生徒は 77.1％で

あった。(80.8％) 

・ほとんどの職員が１

人１台パソコンを授

業で活用している。 

・授業で効果的に ICT

機器が使われている

と 答 え る 生 徒 は

90.2 ％ で あ っ た。

(85.7％) 

Ｂ 

・授業で効果的に ICT 機器

が使われていると答える生

徒が 90％を超えていること

から、多くの教員が ICT を

単に使う段階から、効果的

に活用する段階になってい

ると思われる。 

・グループ活動については、

主体的・対話的で深い学び

の実現を目指し、問いの工

夫や ICT の効果的な活用に

ついて実践を積み重ね、授

業力向上を図っていく。 

資格取得・各種コン

クールへの挑戦(年

２回以上) 

・Ｅ科（創造工学科）：

全国工業校長協会検

定試験（計算技術検

定、情報技術検定、基

礎製図検定）第二種電

気工事士、品質管理検

定やフォークリフト、

溶接、高所作業車等の

技能講習において、計

画通りに実施できた。 

・Ｂ科（創造ビジネス

科）：各種全商検定試

験（ビジネス計算、簿

記、ビジネス文書、情

報処理の各２回、商業

経済の１回）の検定や

日商簿記検定の３回

等の検定において、計

画通りに実施できた。

また、複数のビジネス

プランコンテスト等

に参加することがで

きた。 

・Ｄ科（生活創造デザ

イン科）：家庭科技術

検定、サービス接遇検

定、給食コンクール、

ふじのくに未来デザ

イン、高校生デザイン

グランプリに挑戦す

ることができた。 

Ａ 

・Ｅ科：来年度も引き続き、

各種検定試験技能講習を継

続して実施する。 

・Ｂ科：来年度も引き続き、

各種検定試験を継続して実

施したい。また、各種コン

クール等にも積極的に参加

したいと考えている。 

・Ｄ科：コンクールは、授

業内容を深められるものを

さらに厳選していきたい。 
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イ 

体験しながら

主体的に物事

を考える機会

を通して、豊か

な心や感性を

高める。 

人権、情報モラル、

交通ルール・マナー、

芸術鑑賞教室、各学

科の専門等に関する

講演をそれぞれ１回

以上実施 

・生徒対象の人権講話

（思春期講座）を実施

した。（11月） 

・情報モラルに関する

講演を、１年生対象に

御殿場警察署から講

師を招き実施した。

（４月） 

・交通安全講話を全校

生徒対象に実施した。

（４月） 

・自転車安全指導カー

ドの発行状況は 97 人

(11 月末)で前年同時

期より減少した（‐26

件）。また、並進、通

行区分違反も減少し

た。 

・交通事故件数は昨年

より１件減少して７

件であった。(12 月

末) 

・芸術鑑賞教室を 11

月に御殿場南高校と

合同で実施した。アン

ケートではほぼ全員

の生徒が、満足したと

回答した。 

・Ｅ科：3年生の課題

研究において地域の

木材加工業者を招き、

指導・助言を受けた。

(計３日、９時間) 

・Ｂ科：観光コースの

授業において、御殿場

みくりや俱楽部の代

表の方等に年間 10 回

程度の講演を実施し

た。また会計コース、

選択授業においても

外部講師を招き講演

を実施した。 

・Ｄ科：保育分野（リ

トミック、劇創作）や

革細工の講習を行う

ことができた。 

 

Ａ 

・次年度も引き続き実施し

たい。状況に応じて、オン

ラインでの実施も考慮した

い。 

 

 

 

 

・交通講話や登校指導、何

よりも日頃の交通ルール・

マナーの遵守の指導によ

り、昨年より減少した。今

後も継続的に指導していく

とともに、自転車ヘルメッ

ト着用率が上がるように呼

び掛けていきたい。 

 

 

 

 

 

 

・次年度は小山高校と合同

で開催予定である。行事成

功のために、担当者同士の

連携を密に行っていきた

い。 

 

・Ｅ科：制作した作品を御

殿場市立御殿場東小学校へ

寄贈した。生徒は使う人の

利便性や安全性を考慮した

作品の制作を体験し、喜ん

でもらえたことでものづく

りの楽しさを体験すること

ができた。 

・Ｂ科：教育的効果も高い

ため、来年度も引き続き、

どのコースの授業において

も講演（授業）を検討した

い。 

・Ｄ科：生徒に効果的な講

演講習会が今年度以上にで

きるよう予算の検討をお願

いしたい。 
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読書に積極的に取り

組んでいると答える

生徒（80％以上）。 

・「読書に積極的に取

り組んでいる」と答え

る生徒は 67.0％であ

った。 
Ｂ 

・朝読書の実施、図書館の

分館を本館内に設置、図書

委員会の活動を通した啓蒙

活動等の手だてを行ってい

るが、なかなか成果に結び

つかない。 

継続活動している生

徒 (99%以上) 

充実した部活動がで

きているという生徒

（80%以上） 

・継続活動していると

答える生徒は 86.6％

であった。 

・充実した部活動がで

きていると答える生

徒は 82.0％であり、

昨年度より増加した。

（67.5％） 

・消極的な転部は７

名。運動部への転部が

４名であった。女子生

徒の運動部離れが顕

著である。 

Ｂ 

・顧問の先生方の指導によ

り、部活動の取り組み状況

は概ね良好と言える。しか

し生徒減や教員減に伴い、

部活動規模は縮小してい

る。女子の運動部離れは喫

緊の課題である。生徒のニ

ーズに応えながら成長を促

す活動となるように努めて

いきたい。 

施設等との交流の継

続 

交流報告会等の実施 

(年１回以上） 

・Ｅ科：御殿場特別支

援学校との交流事業

において、受動歩行ロ

ボットの製作体験を

実施した。 

・Ｂ科：御殿場特別支

援学校との交流事業

において、クリスマス

カードの製作体験を

実施した。 

・Ｄ科：御殿場特別支

援学校との交流授業

を行うことができた。

デザイン科では、３年

生が担当し、絞り染

め、クリスマスツリー

製作を行った。 

Ａ 

・Ｅ科：生徒はどのように

説明したら安全に作業する

ことができ、ロボットを歩

行させることができるか考

えながら準備し、当日も丁

寧な対応ができた。 

・Ｂ科：生徒は、パソコン

のワープロ機能について、

実演を交えてわかりやすく

説明すると同時に、特別支

援の生徒と積極的にコミュ

ニケーションを行い丁寧な

対応ができた。 

・Ｄ科：今後も継続したい。 

主体的に御高祭に参

加できたと答える生

徒 (90%以上） 

・主体的に御高祭に参

加できたと答える生

徒は 93.0％であっ

た。 

・御高祭の生徒満足度

は 99｡7％、教員から

見た生徒の取り組み

も 100％肯定してお

り、良い結果となっ

た。展示ブースをコン

パクトにするなど工

夫がなされた。 

Ａ 

・展示方法や発表に工夫が

なされ、大成功であった。

日頃の成果発表と情報発信

ができるように、さらに内

容を検討していきたい。 
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充実した修学旅行で

あったと答える生徒

（90%以上） 

・生徒アンケート「修

学旅行全体の満足度」

への回答は「非常に良

かった」「良かった」

の合計 99.1％。 

・平和学習に比べ、班

別研修（長崎市内、ﾊ

ｳｽﾃﾝﾎﾞｽ、大阪市内、

USJ）に対する充実度

が特に高かった。 

Ａ 

・LHR 等で事前学習の時間

を多く確保し、平和学習や

長崎市内研修をさらに充実

させるべきと考える。 

・生徒は集合時間をきちん

と守り、体調不良や事故、

トラブル等もなく、良い修

学旅行となった。 

ウ 

身体能力の向

上と教育相談

の充実を図る。 

クロスカントリー完

走者(全員) 

新体力テスト（優良

校） 

・クロスカントリー大

会では、毎授業におい

て練習カードを用い

て計画的に取り組む

ことで体力、記録の向

上が図れ、大会での棄

権者も少なかった。 

・新体力テストにおい

ても記録カードを活

用した効果的な指導

により、男女とも優良

校を達成できた。 

Ａ 

・集団行動を含めた規律正

しい指導と練習カードによ

り、計画的で前向きな取り

組みが実践できた。今後も

毎時間のトレーニングを徹

底することで、さらに体力

の向上を図っていきたい 

自分の体調（不調や

課題）を把握し、Ｃ

ラーニングに入力す

ることができる。 

健康診断の結果を健

康維持や改善に役立

てることができる。

（要受診者の受診率 

50%以上） 

年間欠席日数３日以

内の生徒 80%以上 

・ほとんどの生徒が毎

日入力することがで

きた。 

・要受診者の受診率

は、昨年より６％増加

の 21.6％であった。

（15.6％） 

・出停は除く年間欠席

日数３日以内（不登

校、長期病欠、転学者

は除く）の生徒は

60.6％(197 名)であ

った。（78％） 

Ｂ 

・C-learnig の入力はほと

んどの生徒が入力できてい

た。来年度へ向け、本校は

メンタル不調を訴える生徒

が多いため C-learinig の

設問にメンタルの状態を問

う設問を追加し、不調の早

期発見に繋がる設問に変更

していきたい。 

・健診の要受診者の受診率

は昨年度より上昇してい

る。引き続き呼びかけを行

っていきたい。 

・年間欠席日数が３日以内

の生徒については昨年度よ

り低下している。不登校生

徒の増加が原因として考え

られる。今後も教職員で情

報共有を密にし、生徒の困

り感を軽減できるようにし

ていきたい。 
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不登校生徒に対する

相談体制の充実 

必要に応じて外部機

関との連携を図る。 

特別支援教育に関す

る教職員研修の実施

（１回以上）                                                                                                                               

個別の指導計画に基

づく情報共有の推進 

道徳教育の推進                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

・不登校、学校や家庭

生活への不安など生

徒の状況に応じて教

員間で連携を取り、対

応ができた。 

・必要に応じて管理職

が外部機関に連絡を

し、対応ができた。 

・特別支援教育に関す

る教職員研修を年度

当初に開催すること

ができた。 

Ａ 

・様々なケースを抱える生

徒が増えている中で、教職

員で連携を取って対応する

ことができた。今後も生徒

の実態に応じて、スピード

感を持って対応していきた

い。 

・スクールカウンセラーの

助言が大いに役立った。 

エ 

地域連携とキ

ャリア教育を

通して、生徒一

人ひとりの特

性を生かした

進路指導の実

現及び政治的

教養への意識

の向上を図る。 

進路指導に満足して

いると答える生徒

（95%以上） 

進路先に満足してい

ると答える生徒（95%

以上） 

支援を要する生徒の

進路指導に関する保

健課との連携の推進 

・３年生進路アンケー

トによると「学校の進

路指導に満足してい

る」と答える生徒は

98.8％（95.2％）、「進

路先に満足している」

と 答 え る 生 徒 は

98.8％（98.6％）であ

った。概ね目標を達成

することができた。  

Ａ 

・引き続き、進路満足度の

向上を図りたい。進学指導

の見直しはもちろんのこ

と、支援を必要とする生徒

への指導についても他部署

と連携し進めたい。 

・進路行事（インターンシ

ップ・企業見学等）を積極

的に進めたい。 

チケット発行枚数 

 (前年比５％減) 

・チケット発行枚数は

45 枚（12 月末）であ

った。昨年度は 12 月

末で 90 枚であったの

で約半減したと言え

る。 

・冬になり、今後増加

することが予想され

るが未然防止に努め

たい。 

Ｂ 

・教員、生徒が共通理解を

図り、公平な指導により正

しい着こなしに結び付いた

と言える。初期指導や服育

講話も効果的であった。 

・不注意による違反をなく

すことが今後の課題であ

る。女子の化粧や冬服違反

が増加した。 

出前講座・公民館講

座等の実施及び地域

行事への参加 (各科

５回以上) 

・Ｅ科：ごてんば産業

フェアにおいて、主に

地域に小学生を対象

とした受動歩行ロボ

ット製作体験を実施、

コミセンでの木工体

験講座への運営補助

等を実施した。 

・Ｂ科：ごてんばの日、

ごてんば産業祭、御リ

ンピック、ごてんばっ

木、駅まえ～る、農協

祭、足柄 SA パンマル

シェなど多数の地域

行事に参加し、物販や

木育、イベント企画な

どを行った。 

Ａ 

・Ｅ科：生徒は自分が指導

する立場になったとき、ど

のような点に注意すればよ

いのか、相手にものづくり

の楽しさを実感してもらう

ためにはどうしたらよいの

か考え、実行することがで

きた。 

・Ｂ科：生徒は観光コース

に限らず、他学年の行事に

も積極的に参加し、自分た

ちのできることを創造しチ

ャレンジする力を育成でき

た。次年度についても、複

数回の実施に向け内容を精

査しながら継続したい。 
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・Ｄ科：公民館での出

前講座、地域行事とし

て御殿場市の産業フ

ェアに参加した。 

・Ｄ科：今年度は出前講座

の依頼が少なかったが、参

加した生徒は意欲的に取り

組んでいた。 

 

地域の企業等と連携

した教育活動の推進

（連携団体２か所以

上） 

・Ｅ科：シモンズ富士

小山工場を訪問し、ベ

ッド等の製造工程を

見学し、担当者から企

業理念・製品を製造す

る上で重要なことに

ついて説明を受けた。 

・Ｂ科：観光・商品開

発の授業において、御 

殿場市役所や御殿場

総合サービス、御殿場

市観光協会、大田屋等

との連携を図ること

ができた。また、アイ 

ザワ証券、プロスペラ

学院ビジネス専門学

校との連携を図るこ

ともできた。 

・Ｄ科：１，２年生希

望者に市役所、虎ノ門

グループとの共同企

画 SDGｓ保育体験を

実施できた。３年生で

は保育部分案実習の

ために市内保育園幼

稚園３ケ所で実習を

行った。軍手人形の披

露、手袋シアター、自

作劇の披露と保育園

の劇衣装のリメイク

もできた。 

 

Ａ 

・Ｅ科：次年度も継続して、

地域・企業との連携を図り

たい。 

・Ｂ科：次年度も継続して、

地域・企業との連 携を図り

たい。 

・Ｄ科：引き続き、地域連

携を深めたい。 

地域防災訓練参加率

（70%以 

上） 

ふじのくにジュニア

防災士 100取得 

・インフルエンザの流

行や人数制限がされ

た地域もあり、地域防

災 訓 練 参 加 率 は

54.7％（57.3％）、ふ

じのくにジュニア防

災士取得率は 98.2％

であった。 

Ｂ 

・次年度も地域と連携を図

りながら訓練参加を進めて

いきたい。 
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創造探究(総合的な

探究の時間)をとお

して自らの生き方や

地域の課題について

考えることができた

と答える生徒(80％

以上) 

・「創造探究(総合的な

探究の時間)をとおし

て自らの生き方や地

域の課題について考

えることができた」と

答えた生徒 78.3％で

あった。 

Ａ 

・目標の 80％にはわずかに

届かなかったが、ほぼ達成

できた。一方で、担任や副

担任の負担感もあり、内容

については修正を加えてい

きたい。 

オ 

教職員、生徒、

保護者及び地

域の視点から、

信頼され、安心

できる教育環

境づくりを進

める。 

体罰・不祥事などの

服務事故発生(０件） 

 

 

 

・不祥事根絶研修を毎

月実施し、コンプライ

アンスや交通安全意

識の維持・向上に努め

た。 

Ａ 

・引き続き、県教委からの

通知（コンプライアンス通

信）等を活用した校内研修

を継続・充実させ、体罰や

不祥事、交通安全等に対す

る高い意識を維持するよう

努めていく。 
交通安全ゼロメータ

ーの設置など教職員

の安全意識を高め、

交通事故０件とす

る。 

・体罰・不祥事などの

服務事故０件、交通事

故０件であった。 Ａ 

監査・検査時の指

示・指摘 

(０件) 

学校経営予算の執行

残(0.5％)              

・チェック・確認体制

が機能し、1年間通し

て監査・検査時の指

示・指摘が０件であっ

た。 

・学校経営予算は適切

な時期での執行を進

め、計画どおりに執行

できる見込みである。 

Ａ 

・引き続き適正な会計処理

に努めるとともに効果的な

予算執行を進める。 

校内施設の危険個所

や防火等に関する安

全点検を月１回以上 

備品現有確認(１学

期中)      

文書整理・不要品処

分(年３回) 

・施設点検を月 1回以

上行い、更に業者の点

検時に同行するなど

して保全に努めた。 

・備品の現有確認を計

画どおり行い、更新等

整理計画を検討した。 

・文書整理や不用品処

分は計画実施ととも

に随時に行うことが

できた。 

Ａ 

・引き続き職員相互での情

報共有し、設備等の保全に

努める。 

・保有設備や備品の有効活

用を目指す。 

学校ＨＰ・ＳＮＳ更

新(週３回以上) 

中学校との連携回数

を増やす。 

保護者の広報・連絡

等満足度(70%) 

・学校生活(行事や部

活動など)のＳＮＳ投

稿は活発に行われた。 

・御高を知る会や御高

PR 大使（生徒）等に

より、中学校との連携

を積極的に行った。 

・広報・連絡等に満足

していると答える保

護者は 82.8％であっ

た。 

Ｂ 

・引き続き、多くの職員が

学校ＨＰやＳＮＳ等を活用

し、学校生活の様子を保護

者や中学校へ伝え、本校の

魅力をアピールして行きた

い。 

・県教委により、学校ＨＰ

のシステムが１月に切り替

わったため、新たにＨＰの

簡易マニュアルを作成して

いる。 
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信頼できる教員がい

る と 答 え る 生 徒

(80％以上)  

校内でいじめや嫌が

らせを受けたことが

あると答える生徒

(０人) 

入学させて良かった

保護者満足度(85%) 

・信頼できる教員がい

ると答える生徒は

74.7％であった。 

・11 月末に実施した

安心安全アンケート

で「校内でいじめや嫌

がらせを受けたこと

がある」と答えた生徒

は 15名であった。（１

年３名、２年７名、３

年５名） 

・入学させて良かった

と答える保護者は

81.7％であった。 

Ｂ 

・生徒が多様化する中、個

に応じた指導を心掛け、相

談体制を充実させること

で、安心安全な学校づくり

を目指して行く。 

・15名中「既に解決してい

る」と答えた生徒は７名。

残り８名は各ＨＲ担任が聞

き取り、対応した。今後も

教職員で連携し、生徒が安

心して生活できる環境づく

りを進めていく。 

学校運営協議会を活

用し今後の学校経営

に生かす。 

・学校運営協議会にお

いて、学校経営計画や

現在の学校における

課題等について、様々

な立場から多くの御

意見を聞くことがで

きた。 

Ａ 

・学校運営協議会で出され

た貴重な御意見を今後の学

校経営等に生かし、さらに

魅力ある御殿場高校を目指

して教育活動を行ってい

く。 

カ 

教職員の働き

方の適正化と

同僚性を構築

する。 

勤務時間管理システ

ムを効果的に活用す

る。 

カリキュラム・マネ

ジメントの観点によ

る行事の精選 

週１回定時退庁日の

設定 

会議・研修の持ち方

を検討する。 

・毎月、勤務時間管理

システムへの入力を

呼びかけ、時間外勤務

時間の多い職員につ

いては、産業医へ報告

し指導助言を受けて

いる。 

・定期テスト期間や面

接週間を短縮し、保護

者地区会を廃止した。 

・毎週水曜日を定時退

庁日とし、呼びかけて

いる。 

・放課後に行われる会

議や研修については、

勤務時間内に終わる

よう内容を精選して

行った。 

Ｂ 

・自身の働き方や昨年との

比較をするために、勤務時

間管理システムはとても有

効であるため、今後も正し

い入力を呼びかけていく。 

・生徒数減少に伴い教員数

も毎年減っているため、安

全面等も考えながら学校行

事について検討が必要であ

る。 

・定時退庁日を意識するこ

とで、業務を計画的に進め

るよう呼びかけていく。 

・会議や研修における ICT

の効果的な活用について検

討する。 

 


